
北海道の雪氷 No．45（2026） 

Annual Report on Snow and Ice Studies in Hokkaido 

－9－ 

Copyright©2026 公益社団法人日本雪氷学会 

The Japanese Society of Snow and Ice 

明日は我が身！備えあれば憂い（患い）なし？！ 

-令和 7年度･冬道での転倒者を対象とした体験アンケート調査報告（速報）- 

You could be next! Be prepared! Stay safe!  

-Results of a Survey on Slip-and-Fall Experiences on Winter Roads- 
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冬期歩行者の転倒実態をより詳細に把握することを目的に，令和 7年度冬期の転倒者を対象にアンケート

調査を実施した（回答数／233件）．転倒時に「ケガをした」人は約 4割，そのうち「救急車を呼ばなかった

人」は約 9割で，過年度の調査結果とほぼ同様の傾向がみられた．本調査では新たに医療費や休暇取得の設

問を追加した．ケガをして仕事等を「休んだ」人は約 3 割で，そのうち「1 週間～1 か月以上休んだ人」は

約 6割であった．治療等にかかった費用は，1万円以上が 3割で，転倒による身体への負担（ケガ）ととも

に，休暇取得や医療費による経済的な損失が小さくないことがわかった．  

 

１．はじめに 

札幌市における冬道の歩行者転倒事故による

救急搬送者数は，令和 6 年度冬期・令和 7 年度冬

期の 2 年連続で過去最高を記録し，令和 7 年度に

は 2000 人を超えるなど，救急搬送される数は増

加傾向にある． 

著者らが所属するウインターライフ推進協議

会（以下，協議会）では，冬道での歩行者転倒事

故防止に向けた様々な普及啓発活動を行ってお

り，その一つに，冬道転倒事故の特徴を調べ，滑

りやすい場所や冬道の歩き方のコツをまとめた

サイト『転ばないコツおしえます。』（図 1）にて

情報発信を行っている 1) ． 

 

図１ 協議会の運営サイト『転ばないコツおしえ 

ます。』のトップ画面 

関東などでの降雪時には，テレビや新聞等のメ

ディアから，冬道転倒防止についての問合せも多

く，協議会サイトの内容を参照した情報も発信さ

れている．冬期の歩行者転倒事故は，北海道や東

北・北陸などの積雪寒冷地のみならず，全国的な

問題と言える．また，雪道の歩き方のコツや靴の

選び方などを聞かれることも多く，滑る路面に対

する知識や冬装備なども問合せを受ける中で，地

域によって違いがあることがわかった． 

高野ら（2015）2)による札幌市民を対象とした

転倒事故の実態把握アンケート調査によると，救

急搬送された人の約 10 倍以上の人がケガをして

いる可能性があると報告されている．市民の

10％以上がひと冬に冬道転倒でケガをし，約 1％

の人が入院している可能性があり，自動車事故と

比較しても桁違いに大きな割合であると報告さ

れている． 

Hippi（2012）3)によると，北欧のフィンランド

では，冬道転倒事故による国の経済損失は，医療

費，休業日数，福祉費を含めると，年間約 24 億

ユーロ（＊当時の為替レートで約 24 億円）と推

定されており，交通事故の損失をはるかに上回る

とされている． 

冬道での歩行者転倒事故には，路面の滑りのほ

か，歩行者自身の身体能力や転倒防止への意識・

備えも関係していると考えられる．また，転倒事

故による費用負担などの実態を明らかにするこ

とは，転倒事故をより自分事として捉えてもらう
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上でも重要と考える． 

 

２．調査目的と概要 

転倒事故を未然に防ぐための解決策を見出す

ためには，転倒者が実際にどんな状況で，どんな

時に転んでいるのかなど，詳細な事故発生時の情

報が欠かせない．このことから，転倒事故状況に

関する Web によるアンケート調査を実施した．

また，試行を含めて 4 回目となる令和 7 年度の調

査では，ケガによるダメージ（費用や仕事などへ

の影響）も把握するため，ケガによる医療費や休

暇の有無などについて設問を追加した． 

【調査期間】令和 8 年 1 月 21 日～4 月 30 日 

【調査手法】Web アンケート（Google フォーム） 

【回答条件】令和 7年度冬期（令和 7年 11月～令和

8年 3月末まで）に冬道で転倒した方 

【調査項目（設問）】 

※下線は令和 7 年度に追加した新規設問 

 

３．調査結果と考察 

アンケート回答数は，全 233 件であった．居住

地では，「道内」が 94%で 220 件，「道外」は 6%

で 13 件であった．性別では，「男性」が 54%，「女

性」は 46%であった．年齢では，「50 歳代」が最

も多く，次いで「60 歳代」「40 歳代」であった． 

 

３．１ 転倒した場所 

転倒した場所では，「歩道」が最も多く 51%，「車

道」は 15%，「横断歩道」は 14%であった（図 2･

左）．「駐車場や敷地」は 12%，「建物や地下歩道

などの出入り口」は 6%で，道路以外の場所でも

相当数の人が転倒していることがわかった．これ

まで協議会が転倒の注意箇所として発信してき

た場所とほぼ同様の内容となり，それらを裏付け

る結果となった．また，過年度の調査 4)でも「歩

道」は 50%で，全体的にほぼ同じ傾向がみられた． 

 

図２ 転倒した場所（左：R7 年度，右：R6 年度） 

 

３．２ 転倒してケガをした人と救急車を呼んだ 

人の割合 

転倒して「ケガをした人」は 39%（令和 6 年度

は 35%）であり，転倒すると約 4 割の人は，なん

らかのケガに繋がっている（図 3･左）．また，転

倒してケガをした人のうち，「救急車を呼んだ人」

は 8%（令和 6 年度は 9%）であり，いずれも過年

度の調査結果とほぼ同じ傾向が見られた（図 3･

右）．救急搬送者の約 10 倍がケガをしているとい

う高野ら（2015）2)の報告を裏付ける結果となり，

札幌市では約2万人が転倒している可能性がある． 

 

図３ 転倒でケガをした人（左）と，そのうち 

救急車を呼んだ人の割合（右） 

 

３．３ 転倒した際のケガの種類と程度 

ケガの種類では，「打撲」が最も多く，次いで

「骨折」であった（図 4）．また，「脳しんとう」

では 5 件のうち，1 件が救急車を呼んでいた．ケ

ガの程度では，「病院に行かなかった」は 53%で，

「通院した」は 31%，「入院した（3 週間未満）」

は 10%であった（図 5）．いずれも，令和 6 年度

の調査結果とほぼ同じ傾向がみられた． 

また，「打撲のみ」や「切り傷」「挫創」などの

場合は，ほとんどの人が病院には行っていなかっ

n=425
（令和6年度）

n=233
（令和7年度）

救急車を呼んだ

8%

救急車を呼ばなかった, 

92%

救急車を呼んだか

ケガをした人
（９１件）のうち

n=233 n=91

1． 属性（居住地，性別，年齢） 

2． 転倒した場所 

3． 転倒した場所の路面状況 

4． 転倒してケガをしたか 

 ⇒ケガをした体の場所，ケガの種類， 

ケガの程度，転倒して救急車を呼んだか 

 ⇒ケガによる休暇と日数， 

ケガの治療にかかった医療費 

5． 転倒した際の意識（滑ると思っていたか） 

6． 転倒した際の行動 

7． 転倒した際の歩き方 

 ⇒歩き方を意識していたか， 

どのような歩き方をしていたか 

8． 転倒した際の服装（身に着けていたもの） 

9． 思い当たる転倒の原因 
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た．「骨折」や「捻挫」の場合は，一度は病院に

行っている人が多くみられた．  

 

図４ 転倒時のケガの種類（複数回答可） 

 

図５ 転倒時のケガの程度 

（左：R7 年度，右：R6 年度） 

 

３．４ ケガによる仕事等の休暇の有無と日数 

ケガにより仕事や家事，学校等を「休んだ」は

32%であった（図 6･左）．「休んだ」人の日数では，

「1 か月以上」が 38%で最も多く，「1 週間～1 か

月未満」は 21%であった（図 6･右）．また，「1 か

月以上」休んだ人の約 8 割の人が，「入院した」

との回答で，ケガの種類は「骨折」が多くみられ

た．全体の約 6 割の人が 1 週間以上休んでおり，

普段の生活への影響が大きいことが示唆された． 

 

図６ ケガによる仕事・学校・家事等の休み 

 の有無（左）と，休んだ日数（右） 

 

３．５ 転倒して治療にかかった費用 

転倒してケガをした際に治療にかかった費用

（薬や湿布などの物品の購入も含む）は，「特に

費用はかかっていない」が 42%で最も多く，次い

で「1 万円～5 万円未満」の 17%であった（図 7）．

少しでも費用がかかっている人は全体の約 5 割

で，「20 万円以上」は 6%で 5 件であった． 

 

図７ 転倒して治療にかかった金額 

 

３．６ 転倒時の路面への意識や歩き方，自身で 

思い当たる転倒の原因 

路面の滑りに対する意識では，「滑ると思って

注意していた人」は 61%（令和 6 年度は 58%）

で，全体の約 6 割の人が注意して歩いていても転

倒している（図 8）．そのうち，「ケガをした」人

は約 4 割であった．また，転倒時の行動には，「足

元（路面）を見ていなかった」や「急いでいた」，

「片手（両手）に荷物を持っていた」が多く，過

年度の結果とほぼ同じ傾向が見られた． 

 

図８ 転倒した際の路面の滑りに対する意識（左） 

と，そのうちケガをした人の割合（右） 

 

転倒した際の歩き方では，「雪道にあった歩き

方を意識して歩いていた」は 61%（令和 6 年度は

53%）であった（図 9）．自由記述では，「脚をあ

まり上げすぎないように」「小幅で，ゆっくり」

「すり足」など，協議会で推奨している歩き方の

コツと同様の内容が多くあったが，歩き方を意識

していても転倒している人が多くいた． 

 

図９ 転倒時の歩き方の意識 

（令和 7 年度と令和 6 年度） 
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39%
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n=233
（令和7年度）
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 自身で思い当たる転倒の原因では，「不可抗力」

が最も多く，次いで「滑るとは思っていなかった」

「注意が散漫になっていた」であった．また，「不

可抗力」と回答した人のうち，路面状況では，「と

てもツルツルだった」は 47 件，「雪の下にツルツ

ルが隠れていてみえなかった」は 30 件であった．

十分注意していても，滑る路面があった場合には

転倒してしまうことがうかがえた． 

 

図１０ 思い当たる転倒の原因（複数回答可） 

 

３．７ 転倒時の服装や装備 

転倒した際に身に着けていた装備では，「滑ら

ない靴を履いていた」が 153 件，「手袋をしてい

た」は 149 件で，いずれも 6 割以上の人が身に着

けており，次いで「リュックサックを背負ってい

た」が 101 件であった． 

協議会では，冬道転倒時のケガを少しでも軽減

させるための基本の冬装備として，滑らない靴と

合わせ，「帽子・手袋・リュック」の 3 点を推奨

している．これらを全て身に着けていた場合と全

く身に着けていなかった場合を比較した（図 11）．

冬装備を全く身に着けていない人は，全て身に着

けている人と比べて，ケガをして「救急車を呼ん

だ」割合が 1.75 倍であった．滑りにくい靴とあ

わせて基本冬装備の推奨 3 点セットは転倒時の

ケガの軽減に寄与していると考えられる． 

図１１ 基本冬装備を身に着けていた場合と全 

   く身に着けていなかった場合のケガの割合 

 

４．まとめ 

転倒実態把握に関する調査は本年度で試行を

含めて 4 回目となるが，過年度と同様の設問で

は，各項目ともほぼ同様の傾向が確認された．ま

た，本調査結果は，協議会がこれまで発信してき

た転倒防止に関する情報とも概ね一致しており，

情報発信内容の妥当性を裏付ける結果となった． 

今年度新たに追加した休暇取得や治療費に関

する設問では，転倒による影響は身体的なダメー

ジだけでなく，仕事や日常生活への影響，さらに

は医療費などの経済的負担にも及ぶことが明ら

かとなった．転倒事故を未然に防ぐことは，自身

の健康だけでなく，生活や社会的損失を軽減する

ことにもつながる．引き続き調査を継続し，デー

タの蓄積と検証を進めていきたい． 

今後は，本調査結果を踏まえ，転倒による様々

なリスクをより身近な問題として理解してもら

えるよう，対象者の属性や転倒実態に応じた効果

的な情報発信を行うとともに，協議会サイトやパ

ンフレット等の内容についても継続的な改善を

図り，冬道転倒事故の防止につなげていきたい． 
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有効回答数
N=233

基本の冬装備を身に着けていた場合と全く身に着けていなかった場合の

冬道転倒によるケガをした人の割合

基本の冬装備を身に着けていた場合と全く身に着けていなかった場合の

冬道転倒によるケガをした人の割合

■ケガ無し
■ケガ有り

救急車は呼ばなかった
■ケガ有り

救急車を呼んだ

７％
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